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１．概 況

こんかい ちょう さ けっ か あき かいがい に ほん ご きょういく
今回の調査の結果明らかになった海外の日本語教育の

ぜんたいてき じょうきょう つぎ
全体的な状況は次のとおりです。

きょういく き かんすう き かん こく ち いき
教育機関数 １０，９３０機関（１１５カ国・地域）

きょう し すう にん
教師数 ２７，６１１人

がくしゅうしゃすう にん
学習者数 ２，１０２，１０３人

ず か こ おこ ちょう さ に ほん ご きょういくじっ し
図１は、過去に行われた調査をもとに日本語教育実施

き かんすう きょう し すう がくしゅうしゃすう すい い しめ
機関数、教師数、学習者数の推移を示したものです。５

ねんまえ ねんちょう さ けっ か くら き かんすう ぞう
年前の１９９３年調査結果と比べると、機関数で６０．７％増、

きょう し すう ぞう がくしゅうしゃすう ぞう か
教師数で３１．３％増、学習者数で２９．５％の増加となってい

ねん ぜんかいちょう さ きゅうそく の しめ かいがい
ます。９３年の前回調査までに急速な伸びを示した海外の

に ほん ご きょういく ねんかん の つづ
日本語教育は、この５年間も伸び続けました。

ち いき べつ くに べつ じょう きょう
２．地域別・国別の状況

ひょう き かんすう きょう し すう がくしゅうしゃすう けっ か ち いきべつ
表１は機関数、教師数、学習者数の結果を地域別に

まとめたものです。

がくしゅうしゃすう ち いきべつわりあい ひがし
学習者数の地域別割合をみると、東アジアがもっと

おお ぜんたい し たいようしゅう ほくべい
も多く全体の６５．４％を占めており、大洋州１６．８％、北米

とうなん せいおう ちゅうなんべい とう
６．４％、東南アジア６．３％、西欧２．３％、中南米１．４％、東

おう みなみ ちゅうきんとう つづ
欧０．７％、南アジア０．５％、中近東・アフリカ０．２％と続

たいようしゅう りょう ち いき がくしゅうしゃすう やく わり
き、アジアおよび大洋州の両地域で学習者数の約９割

し わりあい ねんちょう
を占めていることがわかります。これらの割合は９３年調

さ けっ か か
査結果とほぼ変わっていません。

に ほん ご きょういく き かんすう きょう し すう がくしゅうしゃすう じょう い
また、日本語教育機関数、教師数、学習者数の上位１０

こく ち いき ひょう
カ国・地域は表２のとおりです。

がくしゅうしゃすう めん み かんこく やく まんにん
学習者数の面から見ると、韓国が約９５万人、オースト

やく まんにん ちゅうごく ほんこん のぞ やく まんにん たい
ラリアが約３１万人、中国（香港を除く）が約２５万人、〈台

わん やく まんにん べいこく やく まんにん がくしゅうしゃすう まんにん
湾〉が約１６万人、米国が約１１万人と、学習者数が１０万人

い じょう こく ち いき かいがいぜんたい そうがくしゅうしゃすう やく
以上の５カ国・地域で海外全体の総学習者数の約８５％を

し
占めていることがわかります。

じょう い こく ち いき い がい ふく ねん ちょう さ くら
上位１０カ国・地域以外も含め、９３年の調査と比べとく

め だ うご しめ くに み たいよう
に目立った動きを示した国を見てみると、アジア・大洋

かい がい に ほん ご きょう いく げん じょう

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 海外の日本語教育の現状 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

ねん かい がい に ほん ご きょう いく き かん ちょう さ けっ か
－１９９８年海外日本語教育機関調査の結果について－

こくさいこうりゅう き きん に ほん ご こくさい がい む しょうざいがいこうかん かいがい に ほん ご きょう し かいなど きょうりょく ねん ど
国際交流基金日本語国際センターは、外務省在外公館、海外の日本語教師会等の協力のもとに、１９９８年度に

かいがい に ほん ご きょういく き かんちょう さ じっ し
海外日本語教育機関調査を実施しました。

ちょう さ きょういく き かんなど ちょう さ ひょう はい ふ かいしゅう かたち おこな いそが なか ちょう さ ひょう かいとう
この調査は海外の教育機関等に調査票を配布・回収する形で行われましたが、お忙しい中、調査票に回答い

かく き かん みなさま たい ば か あつ おんれいもう あ かいとう き かん ちょう さ ほう
ただいた各機関の皆様に対し、この場を借りて厚く御礼申し上げます。回答いただいた機関には、この調査の報

こくしょ おく ちょう さ けっ か しょうさい らん
告書をお送りいたしましたので、調査結果の詳細につきましてはそちらをご覧ください。

こんかい ちょう さ けっ か かんたん ほうこく おも かんこく かんこくにち ご にちぶんがくかい
今回はこの調査の結果について簡単に報告したいと思います。なお、韓国については韓国日語日文学会および

かんこくきょういく ぶ たいわん ざいこうりゅうきょうかい し よう
韓国教育部の、台湾については�交流協会のデータを使用しております。

ず き かんすう きょう し すう がくしゅうしゃすう す いい
図１ 機関数、教師数、学習者数の推移

き かんすう
機関数

きょう し すう
教師数

がくしゅうしゃすう
学習者数

こく さい こう りゅう き きん に ほん ご こく さい じょう ほう こう りゅう か
国際交流基金日本語国際センター情報交流課

とく
特特

べつ
別別

ほう
報報

こく
告告
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しゅう ち いきない がく
州地域内では、スリランカ、モンゴル、ベトナムの学

しゅうしゃすう ばい い じょう ぞう か
習者数が、いずれも３倍以上に増加しています。

べいしゅう ち いき べいこく がくしゅうしゃすう ばい い じょう ふ
米州地域では、米国で学習者数が２倍以上に増えてお

やく ぞう か
り、カナダ、メキシコにおいても約３０％増加しています。

なんべい ち いき がくしゅうしゃすう じゃっかんげんしょう
しかしながら、南米地域では学習者数が若干減少してお

げんしょう
り、ブラジルでは９％ほど減少しています。

ち いき み がくしゅうしゃすう ぞう か
ヨーロッパ地域を見ると、とくに学習者数が増加した

えいこく い じょうぞう か
のはイタリア、英国で、いずれも７０％以上増加してい

き かんすう きょう し すう がくしゅうしゃすう
ます。また、ロシアでは機関数、教師数、学習者数の

ばい い じょう ぞう か に ほん ご きょういく きゅうそく
いずれもが２倍以上に増加しており、日本語教育が急速

の
に伸びていることがわかります。

ちゅうきんとう りょう ち いき がくしゅうしゃすう ぞう か
中近東、アフリカの両地域でも、学習者数は増加して

やく ばい ぞう か
おり、トルコでは約１．８倍に増加しています。

かっこく じんこう たい に ほん ご がくしゅうしゃ わりあい み
また、各国の人口に対する日本語学習者の割合を見て

かんこく にん り にん
みると、韓国では４９人に１人、オーストラリアでは６０人

り にん り くに に
に１人、ニュージーランドでは９０人に１人がその国で日

ほん ご べんきょう
本語を勉強していることになります。

たい じんこう おお くに ちゅうごく にん
これに対し、人口の多い国では、中国が５，０５０人に１

り べいこく にん り
人、米国が２，５２５人に１人となります。

きょう いく だん かい べつ じょう きょう
３．教育段階別の状況

に ほん ご きょういく じっ し き かん せいかく しょ ちゅうとうきょう
日本語教育を実施している機関の性格を「初・中等教

いく き かん しょうがっこう ちゅうがっこう こうこう こうとうきょういく き かん だい
育機関」（小学校、中学校、高校）、「高等教育機関」（大

がく だいがくいん たん き だいがく るい きょういく けんきゅう き
学、大学院、短期大学およびこれに類する教育・研究機

かん がっこうきょういく い がい き かん せいじんきょういく しゃかいきょういく ご がく
関）、「学校教育以外の機関」（成人教育、社会教育、語学

がっこう きょういくだんかい わ かいがいぜんたい き かんすう
学校など）の３つの教育段階に分けて海外全体の機関数、

きょう し すう がくしゅうしゃすう わりあい しめ ず しょ ちゅう
教師数、学習者数の割合を示したのが図２です。初・中

とうきょういく がくしゅうしゃ ぜんたい やく じゃくねん
等教育での学習者が全体の約６６％となっており、若年

そう に ほん ご がくしゅうしゃ おお し
層が日本語学習者の多くを占めていることがわかります。

しょ ちゅうとうきょういく がくしゅうしゃ おお くに かんこく
初・中等教育の学習者が多い国は韓国、インドネシア、

べいこく
オーストラリア、ニュージーランド、米国などです。と

がくしゅうしゃ
くに、オーストラリアとニュージーランドでは学習者の

やく だんかい ぞく りょうこく に ほん ご きょう
約９５％がこの段階に属しており、これは両国が日本語教

いく せいさくてき じっ し
育を政策的に実施していることによるものです。

こうとうきょういく き かん に ほん ご がくしゅうしゃ せんこうぶん や しら
高等教育機関では日本語学習者の専攻分野を調べまし

けっ か に ほん ご に ほんけんきゅう せんこう がくせい
た。この結果、日本語・日本研究を専攻している学生は

ぜんたい やく い がい がくせい に ほん ご に ほんけんきゅう
全体の約２０％で、それ以外の学生は、日本語・日本研究

い がい じんぶん か がく し ぜん か がく しゃかい か がく せんこう
以外の人文科学や自然科学、社会科学などを専攻しなが

に ほん ご べんきょう
ら日本語を勉強していることがわかりました。たとえば

ちゅうごく に ほん ご がくしゅう がくせい やく し ぜん か がく せん
中国では日本語を学習する学生の約３７％が自然科学を専

こう
攻しています。

みんかん ご がくがっこう だいがく こうかい に ほん ご こう ざ など がっこうきょういく
民間の語学学校や大学の公開日本語講座等の学校教育

い がい き かん み ちゅう なんべい ち いき がっこうきょういく
以外の機関を見てみると、中・南米地域は、学校教育

い がい に ほん ご まな ひと わりあい せ かいかく ち いき
以外で日本語を学ぶ人の割合が６７．２％と、世界各地域の

なか もっと たか なんべいしょこく
中で最も高くなっています。これは、とくに南米諸国の

に ほん ご がっこう まな にっけいじん じ どう せい と かず おお
日本語学校で学ぶ日系人児童・生徒の数が多いことによ

ひょう ち いきべつ き かんすう きょう し すう がくしゅう しゃ すう
表１ 地域別の機関数、教師数、学習者数

ひょう き かんすう きょう し すう がくしゅう しゃ すう じょう い こく ち いき
表２ 機関数、教師数、学習者数の上位１０カ国・地域

き かん すう
機 関 数

きょう し すう
教 師 数

がく しゅう しゃ すう
学 習 者 数

ひがし
東 ア ジ ア ４，１７７ ３８．２（％）

にん
１２，４７０（人） ４５．２（％）

にん
１，３７５，５９８（人） ６５．４（％）

とう なん
東 南 ア ジ ア ８７０ ８．０ ２，７９０ １０．１ １３２，４０９ ６．３

みなみ
南 ア ジ ア １３６ １．２ ４２５ １．６ １０，１２９ ０．５

たい よう しゅう
大 洋 州 ２，２０９ ２０．２ ３，８４８ １３．９ ３５２，９２３ １６．８

ほく べい
北 米 １，７４８ １６．０ ３，４１３ １２．４ １３４，７６１ ６．４

ちゅう なん べい
中 南 米 ４７０ ４．３ １，４９５ ５．４ ３０，０７６ １．４

せい おう
西 欧 ９５５ ８．７ ２，２１８ ８．０ ４７，４５１ ２．３

とう おう
東 欧 ２９４ ２．７ ７５６ ２．７ １５，０８５ ０．７

ちゅうきんとう
中近東・アフリカ ７１ ０．６ １９６ ０．７ ３，６７１ ０．２

ごう けい
合 計 １０，９３０ １００．０％

にん
２７，６１１人 １００．０％

にん
２，１０２，１０３人 １００．０％

き かん すう
機 関 数

きょう し すう
教 師 数

がく しゅう しゃ すう
学 習 者 数

１
かん こく
韓 国 ２，６６０

かん こく
韓 国

にん
５，６０４（人）

かん こく
韓 国

にん
９４８，１０４（人）

２ オーストラリア １，７４４
ちゅう ごく
中 国 ５，１５６ オーストラリア ３０７，７６０

３
べい こく
米 国 １，５２２ オーストラリア ３，１３１

ちゅう ごく
中 国 ２４５，８６３

４
ちゅう ごく
中 国 １，０９８

べい こく
米 国 ２，８５０

たい わん
〈 台 湾 〉 １６１，８７２

５ ニュージーランド ４１６
たい わん

〈 台 湾 〉 １，１９８
べい こく
米 国 １１２，９７７

６ イ ン ド ネ シ ア ４１３ イ ン ド ネ シ ア １，１５９ イ ン ド ネ シ ア ５４，０１６

７
たい わん

〈 台 湾 〉 ３４２ ブ ラ ジ ル ８７２ ニュージーランド ４１，５０７

８
えい こく
英 国 ３２２

えい こく
英 国 ８６２ タ イ ３９，８２２

９ ブ ラ ジ ル ３０４ ニュージーランド ６５０ カ ナ ダ ２１，７８４

１０ ド イ ツ ２３０ タ イ ６１５ ブ ラ ジ ル １６，６７８
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るものです。

こんかい ちょう さ あら そ しきないきょういく き ぎょうないけんしゅう
また、今回の調査では新たに組織内教育（企業内研修

こう む いん きょういく ちょう さ たいしょう ふく
や公務員の教育など）についても調査対象に含めました。

けっ か こく にん に ほん ご べんきょう
その結果、１８カ国で４，８８３人が日本語を勉強しているこ

は あく
とが把握されました。

きょう し じょう きょう
４．教師の状況

かいがいぜんたい に ほん ご おし きょう し かず にん
海外全体で日本語を教えている教師の数は２７，６１１人で、

ぜんかい くら にん ふ き かん きょう
前回に比べ、６，５７７人増えています。１機関あたりの教

し すう しょ ちゅうとうきょういく き かん にん こうとう
師数をみてみると、初・中等教育機関では１．７人、高等

きょういく き かん にん がっこうきょういく い がい き かん にん
教育機関では、４．４人、学校教育以外の機関では、３．９人

となっています。

きょう し り がくしゅうしゃすう み しょ ちゅうとう
教師１人あたりの学習者数を見てみると、初・中等

きょういく き かん にん こうとうきょういく き かん にん がっこう
教育機関では１２６．８人、高等教育機関では、４４．８人、学校

きょういく い がい き かん にん しょ ちゅうとうきょういく き かん
教育以外の機関では、２３．８人となり、初・中等教育機関

きょう し り おお がくしゅうしゃ う も
の教師が、１人で多くの学習者を受け持っていることが

わかります。

かく き かん せんにん きょう し わりあい しょ ちゅうとうきょういく き かん
各機関の専任の教師の割合は、初・中等教育機関で

こうとうきょういく き かん がっこうきょういく い がい き かん
７０．６％、高等教育機関で６０．０％、学校教育以外の機関で

４５．１％となっています。

に ほん ご ぼ ご わ しゃきょう し わりあい しょ ちゅうとうきょういく き
また、日本語の母語話者教師の割合は初・中等教育機

かん こうとうきょういく き かん がっこうきょういく い がい き
関で１７．０％、高等教育機関で３３．１％、学校教育以外の機

かん
関で３９．８％となっていることもわかりました。

ちゅう きょう し じょうきょう ぶんせき かいしゅう ちょう さ ひょう しゅうけいけっ
（注：教師の状況の分析は、回収された調査票の集計結

か おこな かんこく たいわん
果のみで行っているため、韓国や台湾などからのデータ

くわ ず すう ち けいさん いっ ち
も加えた図２の数値による計算とは一致しません。）

かい がい に ほん ご きょう いく もく てき
５．海外における日本語教育の目的

こんかい ちょう さ に ほん ご きょういく もくてき せんたく し なか
今回の調査では日本語教育の目的を１５の選択肢の中

えら けっ か きょういく だん かい
から５つ選んでもらいました。その結果、教育段階ご

じょう い もくてき ひょう
との上位５つの目的は表３のとおりとなりました。

に ほんぶん か たい きょう み に ほん ご げん ご
「日本文化に対する興味」「日本語という言語そのもの

きょう み に ほん ご つか
への興味」「日本語を使ったコミュニケーション」が、

すべ きょういくだんかい きょうつう しゅよう もくてき
全ての教育段階に共通する主要な目的となっています。

しょうらい しゅうしょく やく だ じつ り し こう もく
また、「将来の就職に役立てたい」という実利志向の目

てき すべ きょういくだんかい きょうつう
的も全ての教育段階に共通しています。

かい がい に ほん ご きょう いく もん だい てん
６．海外における日本語教育の問題点

こん ご と く
および今後の取り組み

に ほん ご きょういくじょう もんだいてん せんたく し なか
日本語教育上の問題点については、１１の選択肢の中か

えら
ら３つ選んでもらいました。

けっ か もんだいてん おお き かん きょうつう
その結果、問題点として多くの機関が共通してあげ

てきせつ きょうざい ふ そく し せつ せつ び ふ じゅうぶん
ているのは、「適切な教材の不足」「施設・設備が不十分」

きょうざい きょうじゅほうじょうほう ふ そく しょ ちゅうとうきょういく
「教材・教授法情報の不足」でしたが、初・中等教育

き かん がくしゅうしゃ ふ ねっしん こうとうきょういく き かん きょう し
機関では「学習者が不熱心」、高等教育機関では「教師

すう ふ そく がっこうきょういく い がい き かん がくしゅうしゃ げんしょう
数の不足」、学校教育以外の機関では「学習者の減少」

もんだいてん わりあい たか
を問題点としてあげる割合が高くなっています。

こん ご に ほん ご きょういく と く
また、今後日本語教育にどのように取り組んでいくか

しつもん せんたく し えら
という質問では、１５の選択肢から５つを選んでもらいま

きょうざい きょうじゅほうじょうほう しゅうしゅう がくしゅうしゃ がくしゅう い
したが、「教材・教授法情報の収集」「学習者の学習意

よく たか ど りょく がくしゅうしゃ ふ に ほん ご に ほんかんけい
欲を高める努力」「学習者を増やす」「日本語・日本関係

と しょ し りょう じゅうじつ と く か だい じょう い
の図書資料の充実」などが、取り組み課題として上位に

なりました。

７．おわりに

こんかい ちょう さ かいがい に ほん ご きょういく げんじょう
今回の調査によって海外における日本語教育の現状や、

かく に ほん ご きょういく き かん もくてき に ほん ご きょういく おこな
各日本語教育機関がどのような目的で日本語教育を行っ

もんだいてん かか に ほん ご きょう
ており、また、どのような問題点を抱えながら日本語教

いく と く あき おも
育に取り組んでいるのかが、明らかになったと思います。

とう き きん ちょう さ けっ か さんこう かっ
当基金でも、この調査の結果を参考にしながら、各

こく ち いき きょういく じ じょう あ こう か てき
国・地域の教育事情やニーズに合わせ、より効果的な

に ほん ご きょういく し えん じ ぎょう じっ し おも
日本語教育の支援事業を実施していきたいと思います。

き かんすう
機関数

ず きょういくだんかいべつ き かんすう きょう し すう がくしゅうしゃすう
図２ 教育段階別機関数、教師数、学習者数

ひょう に ほん ご きょういく もくてき きょういくだんかいべつ
表３ 日本語教育の目的（教育段階別）

きょう し すう
教師数

がくしゅうしゃすう
学習者数

しょ ちゅうとうきょういく き かん
初・中等教育機関

こうとうきょういく き かん
高等教育機関

がっこうきょういく い がい き かん
学校教育以外の機関

１
に ほん ぶん か かん ち しき え
日本の文化に関する知識を得る

に ほん ぶん か かん ち しき え
日本の文化に関する知識を得る

に ほん ご
日本語によるコミュニケーション

２
に ほん ご
日本語によるコミュニケーション

しょうらい しゅうしょく
将来の就職

に ほん ぶん か かん ち しき え
日本の文化に関する知識を得る

３
に ほん ご げん ご きょう み
日本語という言語への興味

に ほん ご
日本語によるコミュニケーション

いま し ごと ひつよう
今の仕事に必要

４
しょうらい しゅうしょく
将来の就職

に ほん せい じ けいざい しゃかい かん ち しき え
日本の政治・経済・社会に関する知識を得る

しょうらい しゅうしょく
将来の就職

５
こくさい り かい い ぶん か り かい
国際理解・異文化理解

に ほん ご げん ご きょう み
日本語という言語への興味

に ほん ご げん ご きょう み
日本語という言語への興味

がっこうきょういく い がい
学校教育以外

１２．５％

にん
２６３，２５６人

がっこうきょういく い がい
学校教育以外

２２．２％

き かん
２，４２９機関

しょとう ちゅうとうきょういく
初等・中等教育

３３．２％

にん
９，１７６人

しょとう ちゅうとうきょういく
初等・中等教育

５７．５％

き かん
６，２８０機関

がっこうきょういく い がい
学校教育以外

３２．０％

にん
８，８３７人 こうとうきょういく

高等教育

２１．８％

にん
４５７，７７０人

しょとう ちゅうとうきょういく
初等・中等教育

６５．７％

にん
１，３８１，０７７人

こうとうきょういく
高等教育

２０．３％

き かん
２，２２１機関

こうとうきょういく
高等教育

３４．８％

にん
９，５９８人
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